
平成３０年度大田区立清水窪小学校授業改善推進プラン 

【理科】                    
１ 昨年度の授業改善推進プランの検証・評価    
 

 

 

 

２ 今年度の調査結果の分析と結果に基づく課題 

 

 

関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解 

調 

査 

結 

果 

の 

分 

析 

各学年で目標値及

び全国平均値を上回

った。特に第６学年

では全国平均値を１

０ポイント以上上回

っている。自然事象や

科学への関心の高さ

が現れている。 

各学年で目標値及び全国

平均値を上回った。前年度

までの指導の成果が現れ、

児童に思考力・表現力が定

着しつつあると考えられ

る。しかし、理由を記述す

る形式の問題の正答率に課

題が見られる。 

各学年で目標値及び

全国平均値を上回った。

日々の授業の中での視

点を絞った観察や個人

での実験器具の正しい

操作等、体験を伴った

指導の成果が現れてい

ると考えられる。 

各学年で目標値及び全国

平均値を上回った。しかし、

個々で見ると正答率に達し

ていない児童も見られる。観

察・実験を通して得られた内

容を、実感を伴った確かな知

識として定着することに課

題が見られる。 

課

題 

〇目標値に対する今年度の正答率を観点別に見ると「科学的な思考・表現」への理解が不十分である。

特に、題意を読み取り、それに正対した記述をすることに課題が見られる。問題解決の流れの中で自

分の考えを説明したり、友達の考えに対して指摘したり、事象から推論したりする力を伸ばす授業の

工夫が必要である。 

〇○どちらかというと「物質・エネルギー」分野での知識の定着が十分でない。基礎的な学習内容の確実

な定着と、それを活用・発展させ、実生活に即した場面で考える等の工夫が必要である。 

 

３ 授業の具体的な改善策 

目

標 

新学習指導要領の教科の目標 

 自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象についての問題を科学的に

解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

（２）観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。 

（３）自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

全

体 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

児童が主体的に進める問題解決型の授業の流れを徹底し、全校で統一した指導を行い、児童の問題解決能力を高める。また、実際に実

験したり観察したりする活動時間を十分に確保し、実感を伴った理解ができるよう学習状況を丁寧に見取り、学び残しやつまずきに適切

な指導を行うようにする。 

また、「一人一人がどのように予想し、友達と話し合う中でどのように考えが変化したか」や、「得られた結果から自分の予想を振り

返り、どのように考察したか」を、児童相互の対話やノートへの記述などから見取り、適切に指導していくようにする。 

 学年段階別改善策 

中

学

年 

○自然の事物・現象の変化を、自分の予想や結果と関係付けながら考察し、理科の見方や考え方を働かせ、

主体的な問題解決の活動を通して、資質・能力を育成できるようにする。 

○一人一人が主体的に実験・観察に取り組めるように、１グループ３～４人とし、最低でも１グループにつ

き１つのセットで実験できるように計画する。また、観察や実験を行う際に、どこに注目して観察するか

を伝えたり、視点を絞って複数回の実験に取り組ませたりする。 

○問題解決の流れに沿って実験・観察を繰り返し、毎回同じような思考の流れで学習できるようにする。問

題をつくり、根拠を明らかにして自分の予想を表現できるようにすると共に、自分でノートをまとめられ

るようにする。 

高

学

年 

○実験結果から考察する過程に重点を置き、「結果から考えると、～ということが言える。」「ＡとＢの結

果を比べると、～と考える。」など、科学的に表現する力を高める。実験や観察から得られた結果を基に

推論する力を養い、考察したことを表現し、他者に伝えられる力を養う。 

○解決したい問題を理解し、自分で実験計画を立てられるように、必要な器具や実験方法を児童が考える時

間を十分に確保する。 

○自分の考えと友達の考えを客観的に比較し、的確に説明したり問題点を指摘したりする中で、より科学的

な考え方ができるよう、話し合いの時間を確保する。 
 

○各学年とも、ほとんどの観点で目標値、全国平均値を上回り、全体的によい結果となった。これは、問

題解決型の学習の徹底と問題意識を高める導入の工夫によるところが大きい。今後も継続して問題解決

の流れを大切にした授業づくりを全校で取り組む。 

△「科学的な思考・表現」や「自然事象についての知識・理解」についての習得が不十分な学年が見られ
た。動植物の飼育・栽培を日常的かつ体験的に行う中で、児童が考えながら観察・実験を行う時間を十
分に確保し、学習内容を確実に理解できるようにする必要があると考える。 


